
 

 

令和４年３月１４日 

東日本高速道路株式会社  

北海道支社 

 

「第１２回北海道高速道路の四季フォトコンテスト」入賞作品決定 

～「例年以上」のレベルの応募作品から選ばれた入賞作は、５月にチカホで展示します～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社（札幌市厚別区）は、２０２１年（令和３年）４月から１２月にかけて作品

を募集した「第１２回北海道高速道路の四季フォトコンテスト」について、北海道教育大学の伊藤隆介

教授による厳正な審査を経て、２１４名の方から寄せられた計５９６点の応募作品の中から、計１３点

の入賞作品（別紙）を決定しました。 

「高速道路のある風景」部門（高速道路部門）の最優秀賞には、野呂圭一さん（洞爺湖町）の作品

『大地と空と海、そしてそこに住む私たち』が、「北海道の四季」部門（四季部門）の最優秀賞には、舘

ケ澤裕太さん（岩見沢市）の作品『厳冬期の羊蹄山山頂』がそれぞれ選ばれました。また、入賞者１３

名のほか、高速道路部門応募者のうち５０名が、「北海道高速道路５０周年記念賞」を受賞しました。 

 

 

本コンテストは、道内の高速道路への親しみの醸成や道内の魅力的な風景の発信を通じた観光促

進などを目的として、２００８年（平成２０年）から開催しているイベントで、道内の高速道路が風景の一

部になった作品が対象の高速道路部門と、北海道の四季を表現した作品が対象の四季部門の２部

門で作品を募集しました。 

入賞作品は、ＮＥＸＣＯ東日本の「ドラぷら」内専用ページ（※）や、５月１９日（木）から３日間、札幌駅

前通地下歩行空間（チカホ）のイベントスペースで開催する展覧会でご覧いただけるほか、道内の休憩

施設などでも展示します。 

（※）ドラぷら専用ページＵＲＬ：https://www.driveplaza.com/trip/area/hokkaido/event/photocon.html 

 

【入賞作品展覧会の概要】 

〇日時  ５月１９日(木)～２１日(土)・午前１０時～午後７時 

〇場所  チカホ憩いの空間 

『厳冬期の羊蹄山山頂』  
（「北海道の四季」部門最優秀賞） 

 

『大地と空と海、そしてそこに住む私たち』 
（「高速道路のある風景」部門最優秀賞） 

 

https://www.driveplaza.com/trip/area/hokkaido/event/photocon.html
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『大地と空と海、そしてそこに住む私たち』 

 
～高速道路部門最優秀賞受賞作品について～ 

〇撮影時期  ２０２１年１０月 

〇撮影場所  伊達市周辺 

〇撮影者・野呂圭一さんのコメント 

秋の空は変わりやすいというが、ドラマチックな雲から溢れ

る光芒と、降っては晴れ、また降っては晴れを繰り返すこの季

節は撮影していて実に面白い。まだ残る紅葉と、海に反射す

る夕陽、そこに住む私たち、そして大自然に溶け込むように架

けられた橋が、とても印象的で美しく心に残る光景でした。 

 

審査員・伊藤隆介教授の講評（要旨） 

 

新型コロナウイルスの流行は続いており、移動や旅行は制約されていますが、それでも６００点近

い応募作品が寄せられ、作品レベルもこれまでと引けを取らない、あるいは例年以上の高さでし

た。 

「高速道路のある風景」部門最優秀賞の『大地と空と海、そしてそこに住む私たち』は、雲間から

差す光と、高速道路を含めた大地に落ちる影という「ある日」の「ある時間」、一度として同じものは

ない移ろいが作品に定着されています。スケールの大きな北海道の自然の中に張りつめられた、

人の営みを支える線としての高速道路の存在と意味に気づかされます。 

「北海道の四季」部門には、例年通り質の高い力作が寄せられました。旅の気軽なスナップ写真

から芸術作品まで、門戸を広く開いてスタートした本コンテストですが、今や北海道の自然や観光

資源を並々ならぬレベルでアピールするイベントとして定着しつつあると感じます。最優秀賞の『厳

冬期の羊蹄山山頂』は、張りつめた空気感が伝わってくるような、迫力に満ちた作品です。前景の

雪や氷の肌の方向、風紋の向き、背景のスロープの角度、雲の向きなど、絶妙なバランスから成す

遠近感が出色です。 

２０２２年は、地域間の移動も緩和されていくことが予想されます。新鮮な視線で、旅を通して生

きる喜びをファインダーにとらえた作品に出会えることを、次回のコンテストでも期待します。 

（全文は、ドラぷら専用ページでご覧いただけます。） 

 

プロフィール 

伊藤 隆介 （いとう りゅうすけ） 

１９６３年札幌市生まれ。映像作家。アートフィルムやビデオアートの分野で、国内 

外の映画祭や美術館などで発表活動を行う。現在は、北海道教育大学で写真を 

含めた映像・メディアアートの教育に携わっている。「村雨ケンジ」名義での漫画評 

論も多数。北海道教育大学芸術・スポーツ文化学科映像研究室教授。シカゴ美 

術館附属大学大学院修了。 
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ＮＥＸＣＯ東日本グループでは、２０２１年度から２０２５年度までの期間を「ＳＤＧｓの達成に貢

献し、新たな未来社会に向け変革していく期間」と位置づけ、様々な取り組みを行っています。 

今回の「北海道高速道路の四季フォトコンテスト」は、持続可能な観光業の促進や地域社会の

活性化などにつながる事業活動としてＳＤＧｓの８番と１７番に貢献するものと考えています。 

 

 

 

 

 

 



最優秀賞　『大地と空と海、そしてそこに住む私たち』・野呂圭一様（洞爺湖町）

道央道 /虻田洞爺湖 IC ～伊達 IC / 2021 年 10 月撮影

優秀賞　『太陽からの贈り物』・佐々木すみれ様（札幌市） 優秀賞　『安心安全のために』・長尾里視様（江別市）

道央道 /登別東 IC ～登別室蘭 IC / 2021 年 9 月撮影 道央道 /野幌 PA / 2021 年 12 月撮影

▼「高速道路のある風景」　部門
最優秀賞………………　  １名様
優秀賞…………………　  ２名様
「北海道の四季」　部門
最優秀賞………………　  １名様
春 / 夏 / 秋 / 冬 賞……   各１名様
「共通」　部門
共通賞…………………　  ５名様

▼
▼

対象作品　ＮＥＸＣＯ東日本が管理する高速道路やＳＡ・ＰＡが風景の一部となっている写真
「高速道路のある風景」 部門



対象作品　春夏秋冬それぞれの北海道らしさを感じる写真

最優秀賞　『厳冬期の羊蹄山山頂』・舘ケ澤裕太様（岩見沢市）

倶知安町 / 2020 年 2 月撮影

秋賞　『朝日と漁船』・江川孝様（札幌市） 冬賞　『雪ふる青の池』・nami 様（旭川市）

春賞　『レンズ雲 マフラー雲』・マーボー様（札幌市）

倶知安町 / 2021 年 6 月撮影

大沼町 / 2021 年 10 月撮影

美瑛町 / 2020 年 7 月撮影

美瑛町 / 2020 年 11 月撮影

「北海道の四季」 部門

夏賞　『自然と共に』・前田啓様（札幌市）



「共通」 部門

共通賞　『黄金色の輝き』・上城英敬様（札幌市）

標津町 / 2021 年 12 月撮影

足寄町 / 2020 年 12 月撮影

上士幌町 / 2021 年 10 月撮影

函館市 / 2021 年 6 月撮影

共通賞　『纏う街』・hakochan 様（函館市）

共通賞　『スポットライト』・乾亮平様（東京都）

共通賞　『初夏を駆ける』・川田太紀様（帯広市）

共通賞　『ワンダーランド』・桧枝広美様（網走市）

道東道 /音更帯広 IC ～芽室 IC / 2021 年 6 月撮影




